
第２次基本計画

令和４年度実施計画書

木更津市



（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

開設時から使用しているＦＲＰ製のプール槽取り替えや、ろ過器の更新等を行うための実
施設計を行います。 5,000

(1,000)

健康こども
部
健康推進課

健康増進セン
ター施設改修
事業

健康増進センターは、築３０年が経過し、経年劣化による機能の低下が見られることか
ら、安全に長期的に利用できるよう、大規模修繕や機器の更新を行い、健康づくりの拠点
としての機能の充実を図ります。

実施計画書の記載内容について

令和４年度実施計画書

基本方向　01　安心・安全でいきいきとした暮らしづくり

　基本政策　01　保健・医療の充実

担当部署 事業名
全体事業概要

準備

事業段階名称

担当部署に事業を担当する部課名、

事業名に実施事業名を表記します。

事業段階名称は、事業の進捗を「検討→準備→実施」の３段階を基本

としています。（第２次基本計画期間の令和元年度から４年度（４か

年）に対するものです。）

検討：事業の構想・検討段階

（ハード）工事箇所・実施箇所等の決定等

（ソフト）課題・事業目的の具体化、検討会議の設置等

準備：事業化に伴う準備段階

（ハード）測量・現地調査、基本・実施設計、用地取得等

（ソフト）調査分析、事業内容の具体的設計、関係機関との

協議等

実施：事業の実施段階

（ハード）工事、備品購入、供用開始等

（ソフト）計画策定、事業実施等

令和４年度の予算額及び令和３

年度からの繰越額の総額を表記

し、繰越額は括弧内に表記します。

上段に４か年全体の事業概要、

下段に令和４年度の事業概要（繰越含む）を表示します。



（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

ＪＲ内房線巌根駅構外を結ぶ岩根人道跨線橋へのエレベーター設置工事を行います。
また、同駅の東側に、新たな改札を設置するための詳細設計をＪＲ東日本千葉支社が行うこ
とに対し、補助金を交付します。 195,901

企画部
地域政策課

ＪＲ巌根駅整
備事業

国では、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」に基づく「移動等円滑
化の促進に関する基本方針」において、利用者数が１日平均3,000人以上の駅を原則として
バリアフリー化することを目標にしているため、乗降者数が１日平均3,000人以上であるも
のの、バリアフリー機能を有していないＪＲ内房線巌根駅構内外のバリアフリー化を推進
し、駅利用者の利便性向上に取り組みます。

実施

令和４年度実施計画書
基本方向　01　安心・安全でいきいきとした暮らしづくり

担当部署 事業名
全体事業概要 事業段階名称

　基本政策　02　社会福祉の充実
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

令和４年11月末までに市内全ての子局のデジタル化整備を実施します。
438,857
(60,292)

八幡台、清見台、金田、請西地区は人口が増加しており、既存の備蓄倉庫では容量が不足し
てしまうため、上記４地区に災害用備蓄倉庫を設置し、備蓄量を増やします。 8,000

清見台コミュニティセンター附属体育館に空調設備等を設置し、室内環境を改善します。
50,000

令和３年度に抽出した大規模盛土造成地の再調査が必要な区域（６地域）に対し、地盤調査
を実施し、国のガイドラインに基づき危険度の優先度評価を実施します。 10,000

君津地域耐震改修促進協議会に委託して、無料耐震相談会を４回開催するとともに、指定診
断士を派遣し、15件の耐震診断を実施する予定です。また、耐震診断・改修事業の普及啓発
のため、チラシ作成及び広報きさらづへの折込を実施します。

2,103

木造住宅の耐震改修工事に対する補助金を７件予定しています。
3,600

令和４年度実施計画書
基本方向　01　安心・安全でいきいきとした暮らしづくり

担当部署 事業名
全体事業概要 事業段階名称

　基本政策　03　防災・消防体制の充実

実施

総務部
危機管理課

同報系無線デ
ジタル化整備
事業

既存施設の老朽化や国のデジタル化推進等を踏まえ、長期的な防災基盤の安定化を図るた
め、主に防災及び災害情報の伝達手段として使用する同報系防災行政無線のデジタル化整備
を実施します。

災害が発生した場合、避難所に避難者を受け入れ、その生活の援護を行う必要があることか
ら、災害用備蓄倉庫の建設を行います。

実施

総務部
危機管理課

災害用備蓄倉
庫建設事業

総務部
資産管理課

清見台コミュ
ニティセン
ター附属体育
館空調設備等
設置事業

災害時に避難者を受け入れる施設で多くの市民が避難することが想定されることから、普段
と異なる生活環境下における衛生状態の悪化を防ぎ、室内環境を適正に管理するため、空調
設備を設置します。

実施

住宅・建築物
耐震診断事業

市内に存する木造住宅の所有者に対し、無料耐震相談会の開催や耐震診断に要する費用の一
部を助成することにより、木造住宅の耐震改修を促進し、震災に強いまちづくりの推進に寄
与します。

都市整備部
都市政策課

宅地耐震化推
進事業（防
災・安全）

地震時等における大規模盛土造成地の滑動崩落による宅地の被害を防止するため、市内91か
所ある大規模盛土造成地について、国ガイドラインに基づき変動予測調査を行い、危険度の
高いと判断した盛土（宅地）については、対策工事を実施し、自然災害に強いまちづくりの
推進に寄与します。 実施

都市整備部
建築指導課

住宅・建築物
耐震改修事業

耐震診断を実施した結果、危険と判断された木造住宅の耐震改修工事に要する費用の一部を
補助することにより、木造住宅の耐震改修を促進し、震災に強いまちづくりの推進に寄与し
ます。

実施

実施

都市整備部
建築指導課
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

令和４年度実施計画書
基本方向　01　安心・安全でいきいきとした暮らしづくり

担当部署 事業名
全体事業概要 事業段階名称

　基本政策　03　防災・消防体制の充実

危険なブロック塀等の除却工事に対する補助金を２０件、建替え工事に対する補助金を１０
件予定しています。 4,000

ガイドラインに準じた、かつ実用性に優れた防火衣一式（96着）を購入します。
23,000

高度な救急資機材を積載した高規格救急自動車（清川救急１）を更新整備します。
40,000

第３分団第２部の小型動力ポンプ付積載車を更新整備します。
9,500

高度な救助資機材を積載した救助工作車を更新整備します。
190,000

消防本部
警防課

救助工作車整
備事業

老朽化した救助工作車を最新の車両に更新整備します。
救助工作車は、法令等に基づき市内に１台配備し、高度な救助技術をもった隊員が運用する
車両で、ウインチ、照明装置、クレーン等の特殊な装置や大型油圧救助器具等の救助資機材
を装備した仕様となっており、交通事故、機械等の挟まれ事故をはじめとしたあらゆる救助
事案に必要不可欠な車両です。

実施

実施

消防本部
警防課

小型動力ポン
プ付積載車購
入事業

消防団の充実強化を図るため、老朽化等により性能の低下及び故障修理が増加した車両を近
年の複雑多様化する災害に対応できるよう、救助資機材搭載の小型動力ポンプ付積載車へ更
新整備します。

消防本部
警防課

高規格救急自
動車購入事業

老朽化した高規格救急自動車を最新の車両に更新整備します。

実施

実施

消防本部
警防課

消防職員防火
衣一式更新事
業

消防職員が着用する防火衣一式を、「消防隊員用個人防火装備に係るガイドライン」に準じ
た防火衣に更新し、消防力の強化を図ります。

市内に存する危険なブロック塀等の所有者に対し、除却工事等に要する費用の一部を補助す
ることにより、地震等の発生時における被害を軽減し、震災に強いまちづくりの推進に寄与
します。

実施

都市整備部
建築指導課

危険コンク
リートブロッ
ク塀等対策事
業
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

開渠である排水路に蓋を設置し、歩道改良工事（Ｌ＝150ｍ）を実施します。
25,000

(10,000)

無電柱化工事（管渠布設70ｍ、特殊部８基）を実施します。
350,720
(65,720)

都市整備部
土木課

パークベイプ
ロジェクト推
進事業（富士
見通り歩道改
良）

ＪＲ木更津駅と木更津港を結ぶ富士見通りは、「みなとまち木更津」のシンボルロードであ
り、「安全・快適な歩行空間の向上」や「地域特性を活かした景観形成」などの更なる機能
向上を図って行く必要があります。このため、無電柱化事業を進め、歩道のバリアフリー
化、植樹帯の整備などを行い、集客や回遊性の向上を図ります。

都市整備部
土木課

令和４年度実施計画書
基本方向　01　安心・安全でいきいきとした暮らしづくり

担当部署 事業名
全体事業概要

市道122号線
歩道改良事業

歩道内に設置されている排水路が開渠であることから、転落などの事故防止のため、有蓋に
敷設替えを行い、歩行者の安全並びに排水機能の向上と周辺地域の良好な環境を確保しま
す。

実施

準備

事業段階名称

　基本政策　04　生活安全の充実
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

旧吾妻保育園、中郷保育園及び久津間保育園の民営化施設事業者に施設整備や運営に対す
る助成します。 15,000

幼保連携型認定こども園木更津むつみ保育園の園舎改築（２年目：90％）を行い、待機児
童の解消を目指します。 298,332

次世代育成支援対策施設整備交付金（県補助）を活用して整備する母子生活支援施設に、
放課後児童クラブを併設して整備することから、工事費等の一部を補助します。 9,006

地域住民、指定管理者、保護者等の意見を取り入れながら、請西保育園防音工事を実施し
ます。 12,303

（12,303）

待機児童を解消するために、人材派遣等により、必要な保育士を確保します。
35,000

令和４年度実施計画書
基本方向　02　子どもを育む環境づくり

担当部署 事業名
全体事業概要

　基本政策　01　子育て支援の充実

健康こども部
こども保育課

保育士確保対
策事業

市立保育園の保育士不足を改善するため、人材派遣等の民間活力を活用した保育士確保を
進め、待機児童の解消を目指します。

実施

健康こども部
こども保育課

保育園民営化
推進交付金

本市における公立保育園の民営化は、民間への移管方式を採用しており、民営化した旧吾
妻保育園、中郷保育園及び久津間保育園については、いずれも昭和50年代に建設したもの
で、経年劣化が著しく、施設の維持補修が必要な部分が多く見込まれます。そのため、施
設整備や運営に要する費用に対する助成を行うことで、民営化当初の運営が不安定な中に
おいても、安定した運営と保育環境の改善を図ります。

実施

実施

事業段階名称

健康こども部
こども保育課

民間保育園等
施設整備費補
助金

国の交付金（保育所等整備交付金）を活用して、民間保育所等の施設整備を促進すること
により、待機児童の解消を目指します。

健康こども部
こども保育課

請西保育園防
音工事

請西保育園の防音対策を進め、周辺環境に配慮した公共施設として、地域から愛される子
育て支援の拠点を目指します。

健康こども部
こども保育課

放課後児童ク
ラブ整備費補
助金

児童育成事業として、放課後児童クラブの整備の促進を図ることにより児童の福祉の増進
に資することを交付の目的とし、社会福祉法人が新たに施設を整備する放課後児童クラブ
に対して補助を行います。

実施

実施
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

小学校のトイレ工事に伴う設計業務を行います。
実施校：八幡台小学校、清見台小学校、請西小学校、畑沢小学校 8,000

中学校のトイレ工事に伴う設計業務を行います。
実施校：木二中学校、波岡中学校 4,000

波岡中学校屋内運動場の雨漏りしている屋根を改修します。また、岩根中学校バック
ネットの老朽化が著しく、倒壊の恐れがあるため改修します。 50,000

(50,000)

波岡中学校の長寿命化改修工事に伴う設計業務を行います。
18,000

整備の基本構想を策定します。
12,000

教育環境維持向上のため、金田小学校については、千葉県から土地を取得し、登記を行
います。 259,181

（259,181）

木更津市学校施設長寿命化計画に基づき、外壁の爆裂や雨漏りなど施設の老朽化が著し
く劣化状況評価の低い校舎及び屋内運動場について、屋上防水・外壁改修、水道・電
気・ガス管等のライフラインの更新を行う「計画的な保全」を実施することで、施設の
保全及び費用の平準化を図ります。 準備

教育部
教育総務課

学校用地取得
事業

金田西特定土地区画整理事業における金田小中学校の仮換地指定等にあたり、千葉県と
木更津市が相互に連携・協力し、円滑な事業の推進及び教育環境の維持向上が図れるよ
う取り交わした確認書により、金田小中学校周辺道路が整備されることに伴い、学校用
地を取得するものです。 準備

教育部
教育総務課

金田小中学校
整備事業

区画整理事業による金田小学校及び金田中学校の児童生徒増加に伴い、令和９年度当初
には金田中学校の教室の不足が見込まれることなどから、児童生徒が適正な環境で学習
ができるよう金田小学校及び金田中学校の整備を一体的に行います。

検討

令和４年度実施計画書
基本方向　02　子どもを育む環境づくり

担当部署 事業名
全体事業概要 事業段階名称

　基本政策　02　学校教育の充実

総務部
資産管理課

小学校トイレ
改修工事

総務部
資産管理課

中学校トイレ
改修工事

総務部
資産管理課

老朽化し、和式便器が標準となっている小学校トイレを洋式化することにより、教育環
境の改善を図ります。

準備

老朽化し、和式便器が標準となっている中学校トイレを洋式化することにより、教育環
境の改善を図ります。

準備

中学校施設老
朽化改修事業

中学校は指定避難場所とされているものの、雨漏りにより室内が水浸しになってしまう
ことや利用できない照明器具が存在し、老朽化により給排水設備や屋外遊具においても
動作停止や倒壊する危険性があることから、学校運営の支障や生徒への事故が起こる可
能性が高くなっています。このような施設の老朽化改修を行うことにより教育環境や避
難所環境の改善、施設利用者の安全性を高めます。

実施

総務部
資産管理課

中学校施設長
寿命化改修事
業
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

令和４年度実施計画書
基本方向　02　子どもを育む環境づくり

担当部署 事業名
全体事業概要 事業段階名称

　基本政策　02　学校教育の充実

畑沢小学校・高柳小学校・金田小学校によるモデル事業を展開し、成果を確認します。
また、対象校が拡大となった際の他民間施設への委託を検討します。 10,000

きさらづ特認校に学区外から通学する児童の送迎用バスの運行業務を委託します。
バス運行予定校は、東清小学校、中郷小学校、鎌足小学校 12,000

有機米を学校給食へ60日間提供します。
また、有機米を提供する際、鎌足小学校及び中郷小学校にて、自校炊飯を実施します。 11,941

実施

教育部
学校給食課

オーガニック
米普及推進事
業（学校給食
を活用した有
機米提供促進
事業）

オーガニックアクションプランに基づき、市が生産促進の取り組みをしている有機米を
学校給食へ提供できるよう促進します。

教育部
学校教育課

学校水泳指導
民間活力導入
事業

市内小中学校のプールのうち、９割が30年以上経過しており、本体の破損やひび割れ等
の老朽化が原因で、プールの使用を停止している学校があります。また、他の学校につ
いても、老朽化により使用を停止するプールが今後想定されます。そのため、現在プー
ルの使用を停止している小学校を対象に水泳授業を民間に委託するモデル事業を実施
し、効果などを検証の上、令和４年度以降の導入校の拡大を検討します。

実施

教育部
学校教育課

きさらづ特認
校児童送迎用
バス運行業務
委託事業

地域の自然や文化を生かした「特色ある学校づくり」を推進するきさらづ特認校では、
一定の条件の下に通学区域外からの転入学を認め、児童生徒を受け入れています。市街
化区域に近い東清小学校、鎌足小学校、中郷小学校にて先行的にスクールバスを運行す
ることにより通学の利便性を高めることで、市内小中学校に通う児童生徒の選択肢を広
げるとともに地域の活性化を図ります。

実施

7



（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

図書館耐震補強工事を実施し、令和４年度中の完成を目指します。
45,850
(3,850)

市内15公民館及び附属体育館の個別施設計画を策定します。
9,000

教育部
生涯学習課

社会教育施設
改修事業

公共施設再配置計画に基づく市内公民館の長寿命化計画を検討するにあたり、現状の公民館
ごとの老朽化状況の実態把握、施設評価に基づく具体的な中期修繕計画（案）、長期的に必
要となる修繕などを整理するものである。

検討

総務部
資産管理課

図書館耐震対
策事業

平成28年度に実施した図書館の耐震診断により耐震性能が不足しています。耐震補強設計業
務、耐震補強工事及び耐震補強工事監理業務を実施し、利用者の安全性を図ります。

実施

令和４年度実施計画書
基本方向　03　まちを支える人づくり

担当部署 事業名
全体事業概要 事業段階名称

　基本政策　01　社会教育の推進
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

11月６日（日）に「ちばアクアラインマラソン2022」を開催予定です。市民と共に参加ラン
ナーや来訪者をおもてなす取組を行うほか、大会をきっかけに市民の継続的なスポーツの実
施を推進する取組や情報発信を行います。

17,000

柔剣道場の床面について、床組みを鋼製に置き換えることを含め改修工事を行います。
17,000

令和３年度に引き続き野球場の整備を進めるとともに、サッカー場の整備に着手します。
1,063,558
（448,671）

実施

都市整備部
市街地整備
課

江川総合運動
場拡張整備事
業

江川総合運動場の拡充のため、国が行う「木更津飛行場周辺に所在する周辺財産の利活用」
による公園的施設整備にあわせ、運動場機能を付与します。

事業段階名称

健康こども
部
スポーツ振
興課

ちばアクアラ
インマラソン
事業

市民がスポーツに親しむ機会を提供するため、スポーツ振興と千葉県の魅力発信を２本柱と
した「ちばアクアラインマラソン」を県とともに開催します。

実施

健康こども
部
スポーツ振
興課

体育施設大規
模改修事業

利用者が市営体育施設を長期的に安全かつ快適に利用できるよう、大規模改修工事等を実施
し、整備します。

実施

令和４年度実施計画書
基本方向　03　まちを支える人づくり

担当部署 事業名
全体事業概要

　基本政策　02　スポーツ・レクリエーションの振興
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

消防設備（法水準の動力ポンプ等一式工事）更新の設計及び工事を実施します。
30,000

「木更津みなとぐちアートプロジェクト2022」として、アーティストと市民が一緒に作品を
作るためのワークショップの開催や、小中学校へ出前ワークショップを実施し、共同で作成
した作品を木更津駅みなと口を中心に公開展示を行います。

10,000

石室玄室部石積補強工事及び墳丘境界フェンス設置追加工事を行います。
6,000

古墳見学者の利便性を向上するため、駐車場用地を取得します。
8,200

館蔵資料にはない望陀布をはじめとする郷土関連資料の複製品及び復元品を作成し、展示公
開します。 2,115

市制施行80周年記念事業として、アーティストと子どもたちを中心に地域の人々とともに
「考える・つくる・みせる」ことを学びながら、それぞれが「アート」を体感して、新たな
文化・芸術的な価値を創造していくための教育・普及活動に資する取組を実施します。

実施

博物館施設老
朽化改修事業

旧安西家住宅の動力消火ポンプ設備（消防設備）が老朽化により故障し使用出来ない状況で
す。市指定の有形文化財（建造物）である旧安西家住宅を火災等から保護するために、設備
の更新を実施するものです。

実施

令和４年度実施計画書
基本方向　03　まちを支える人づくり

担当部署 事業名
全体事業概要 事業段階名称

　基本政策　03　市民文化の充実

教育委員会
郷土博物館
金のすず

郷土関連資料
展示活用事業

展示において郷土の歴史や文化を伝える上で欠かすことのできない資料のうち、博物館に収
蔵されていないものをはじめとして、経年劣化の著しいものや長期の展示に耐えられない繊
細なもの等について、複製品や復元品の作成等の充実化を図ります。

実施

教育部
文化課

金鈴塚古墳保
護事業

千葉県指定史跡金鈴塚古墳は、昭和26年の整備から70年が経過し、墳丘、石室部分の傷みが
目立つようになり、頻発する自然災害による損壊と人的被害が懸念されるため、古墳を補修
して文化財の適切な管理と地域住民への安全性を確保します。

実施

教育部
文化課

金鈴塚古墳駐
車場用地取得
事業

金鈴塚古墳は、６世紀の終わり頃に築かれた前方後円墳で、金鈴、飾大刀など多くの出土品
と石室内の石棺は国の重要文化財、古墳と石室は千葉県指定史跡に指定されており、本市の
誇る貴重な文化財です。
古墳は、狭小な市道に面した住宅地に所在することから、駐車場用地の購入により、古墳見
学者の利便性の向上を図ります。

実施

総務部
資産管理課

教育部
文化課

木更津アート
プロジェクト
事業

10



（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

５社（継続２社、新規３社）に対し、奨励金を交付します。
65,600

経済部
産業振興課

企業誘致奨励
金

木更津市産業立地促進条例に基づき、交付要件を満たした立地企業に対し、奨励金を交付し
ます。

令和４年度実施計画書
基本方向　04　まちのにぎわい・活力づくり

担当部署 事業名
全体事業概要

実施

事業段階名称

　基本政策　01　企業誘致の推進
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

有機的管理ほ場で生産している米の収量向上に向けた実証（土壌診断キット、液体肥料の購
入）、市内で生産された有機農産物を活用した新商品の開発、市内公立小学校を対象とした
食育事業の開催等を実施します。

2,750

交付対象の個人型３人及び夫婦型１組に資金を交付して農業に必要な人材の確保を図りま
す。 6,750

市内14名の生産者の協力を得て、約20ヘクタールの栽培面積により、市内公立小中学校の学
校給食に提供するための有機米の生産を促進します。 1,500

取組初年度となる令和４年度は、５名の生産者の協力により、約50アールの栽培面積を目指
します。 1,044

老朽化により破損等している漁港関連施設（桟橋等）を補修するとともに、漁港航路浚渫等
を実施します。 45,765

（17,500）

海苔養殖施設（ベタ流し・支柱柵）について、海苔生産枚数減少の一因となっている魚類等
からの食害被害を防ぐため、漁業者が共同で利用する「食害防除ネット」の導入に対して、
千葉県と連携し補助を実施します。

6,327

木更津地区内から選任された漁業協同組合が船舶を使用して行う油濁監視事業に対して、千
葉県と連携し補助を実施します。 1,491

経済部
農林水産課

みどりの食料
システム戦略
緊急対策事業

現在、実施している有機米栽培の推進及び有機農業促進のため、生産関連（収量向上対策・
講習会開催）、流通・加工関連（商品開発等）、消費関連（食育事業開催、ＰＲ等）の視点
から各種取組を実施します。

実施

経済部
農林水産課

学校給食指定
食材戦略的生
産促進事業

市内公立小・中学校の学校給食に提供することを目的として、市が指定する食材（例：にん
じん、ねぎ、じゃがいも、大根等（米を除く））の生産・配送に協力する生産者等に対して
支援することで、学校給食提供食材の地場産物の利用促進を図ります。

実施

経済部
農林水産課

農業次世代人
材投資事業

次世代を担う農業者となることを志向する新規就農者が新規就農や経営継承するときに、資
金を交付することで、経営開始直後の新規就農者を支え、農業に必要な人材を育成・確保し
ます。

経済部
農林水産課

オーガニック
米普及推進事
業（有機米生
産促進事業）

①安心・安全な「食」の提供、②農業振興、③環境保全、④都市のブランディング、⑤ＳＤ
Ｇｓへの貢献を推進し、本市が掲げる「オーガニックなまちづくり」を深化させるため、学
校給食への提供を目指した有機米の生産促進に向けた取組を支援します。

令和４年度実施計画書
基本方向　04　まちのにぎわい・活力づくり

担当部署 事業名
全体事業概要

　基本政策　02　産業の振興

経済部
農林水産課

のり漁場油濁
監視事業

のり漁場への油濁による漁業被害を未然に防止するため、漁場の監視を実施します。

経済部
農林水産課

漁港関連整備
事業

漁港関連施設の維持を行うとともに、漁港航路の浚渫等を実施し、漁港施設を良好な状態に
維持し、漁業活動の安全及び効率化を図ります。

経済部
農林水産課

共同利用施設
設置事業

本市の伝統的な水産業である海苔生産を振興するため、海苔の品質向上を図る共同利用施設
等の整備を図ります。

事業段階名称

実施

実施

実施

実施

実施
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

令和４年度実施計画書
基本方向　04　まちのにぎわい・活力づくり

担当部署 事業名
全体事業概要

　基本政策　02　産業の振興

事業段階名称

関係する漁業協同組合において実施する浚渫事業に対して、千葉県と連携し補助を実施しま
す。 31,658

関係する漁業協同組合において実施する加工機械等の整備に対して、千葉県と連携し補助を
実施します。 1,302

市内漁業協同組合が行うスズガモによる食害防止対策の取組に対し、千葉県と連携し補助を
実施します。 468

関係する漁業協同組合において実施する越冬対策の取組に対して、千葉県と連携し補助を実
施します。 1,141

令和５年度の漁業権取得に向けて、関係する漁業協同組合において実施する漁具や施設の整
備に対して、千葉県と連携して補助を実施します。 776

新規出店店舗改修費の２分の１以内、かつ、みなと口地区100万円、太田山口50万円を上限
に補助します。 3,000

アクアコイン普及推進協議会が実施する①利用促進事業、②加盟促進事業、③自立化推進事
業に対して負担金を支出します。また、君津信用組合が実施するアクアコインの利用促進事
業に対して補助を行います。

17,000

経済部
農林水産課

アサリ食害対
策事業

秋冬季に減耗するアサリ稚貝について、その要因の一つであるスズガモによる食害防止対策
を実施し、資源増進及び安定供給を図るとともに、漁業経営の安定化を図ります。

経済部
農林水産課

流通改善施設
整備事業

本市の伝統的な水産業である海苔生産等を振興するため、加工機械等の必要な施設整備を実
施し、水産物の生産効率及び品質の向上を図ります。

経済部
農林水産課

船溜、澪整備
事業

小櫃川河口周辺に位置する漁場については、流出土砂の影響が大きく、澪及び船溜に大量の
土砂が堆積してしまうことから浚渫を実施し、航路等の確保と貝類漁場の環境維持を図りま
す。

経済部
産業振興課

アクアコイン
普及推進事業
費

アクアコインの普及推進を図るため、官民により組織された「アクアコイン普及推進協議
会」において実施される情報発信事業やチャージ利便性向上事業、機能拡充事業等に対し
て、負担金を支出します。
また、協定に基づく利用促進策として、君津信用組合が実施する普及事業に対し補助を行い
ます。

経済部
農林水産課

アサリ稚貝越
冬緊急対策事
業費

東京湾のアサリ稚貝は秋季に発生が見られるものの冬にかけての波の影響により多くのアサ
リが斃死する事から、アサリを越冬、育成させる方策や鳥や魚による食害被害からアサリを
守る対策により、資源増進及び安定供給及び漁業経営の安定化を図ります。

経済部
産業振興課

空き店舗活用
支援事業補助

「木更津市空き店舗登録制度」に登録されている空き店舗をリフォームし開業する者に対し
て、改修工事費を一部補助します。

経済部
農林水産課

カキ養殖導入
促進事業

本市の伝統的な水産資源であるアサリは、平成19年度に発生したカイヤドリウミグモの影響
を受けてから激減しているため、アサリに代わる水産資源の確立を目指し、漁業協同組合が
実施するカキ養殖の漁業権取得に向けた取組について、千葉県と連携して支援します。

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

来場者のさらなるサービス向上のために、売場を含む施設拡張に向けて新たな計画策定を行
います。 3,000

新型コロナウイルス感染症の影響により、大型クルーズ船の運行は著しく制限を受けていま
すが、ポストコロナにおいて木更津港への大型クルーズ船の寄港に向けて、引き続き誘致活
動を推進します。

7,000

経済部
観光振興課

みなとの賑わ
い創出事業
（大型クルー
ズ船の誘致）

貨物専用岸壁として利用されている木更津港木更津南部地区木更津ふ頭Ｇ・Ｈ岸壁に大型外
航クルーズ船を誘致し、訪日クルーズ旅客による経済波及効果を本市に創出し、地域の活性
化を図ります。また、現在寄港実績のある国内クルーズ船の誘致を継続的に行い、地域の活
性化を図ります。 実施

令和４年度実施計画書
基本方向　04　まちのにぎわい・活力づくり

担当部署 事業名
全体事業概要 事業段階名称

経済部
農林水産課

道の駅施設改
修事業

平成29年10月の開業から４年が経過するなか、売上・来場者数ともに好調（売上：年間約７
億円、レジ通過者数：年間30万人以上）を維持し、市が支払う指定管理料以上の施設使用料
を徴収しています。こうした状況を踏まえ、本施設の売場を含めた手狭感を払拭するため、
道の駅「木更津 うまくたの里」の拡張に向けた検討を進めます。 検討

　基本政策　04　広域交流・国際交流の推進
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

千葉県が実施する都市計画道路及び区画道路の築造工事、造成盛土工事、移転補償等の土地
区画整理事業に係る経費について費用負担協定に基づき支出します。 856,453

（198,223）

中央三丁目地区（旧八幡屋旅館）の街なか居住マンション建設補助事業に対し、補助金を交
付します。 53,200

街なか居住マンション建設補助事業により建設された中央三丁目地区（みほし館跡地）のマ
ンションを購入した者に対し、一戸あたり60万円を限度に補助金を交付します。 32,000

鳥居崎海浜公園でのＰａｒｋ－ＰＦＩ制度活用による効果を検証しつつ、内港周辺の次期拠
点への進出に意欲のある企業を調査するため、サウンディング調査等を行います。 8,470

金田東１号近隣公園の整備を実施します。
また、太田山公園の再整備に向け、民間活力を含めた整備手法の検討資料を作成します。 55,000

公園施設長寿命化計画に基づき、老朽化した遊具や便所など公園施設の更新工事を実施しま
す。また、公園施設の点検結果を反映し、公園施設長寿命化計画の見直しを実施します。 68,120

都市整備部
市街地整備
課

金田西特定土
地区画整理事
業負担金

多様な都市機能が集積した良好な居住環境を有する住宅地の形成を図るため、千葉県が施行
する金田西特定土地区画整理事業に対し負担金を支出します。

都市整備部
住宅課

街なか居住マ
ンション建設
補助事業

コンパクトなまちづくりを目指し、木更津駅周辺において市街地の環境の整備改善、良好な
市街地住宅の供給等に資するため、土地利用の共同化、高度化等による定住促進に寄与する
事業を施行する者に対し補助金を交付します。

都市整備部
市街地整備
課

公園整備事業 未整備公園の施設整備（遊具、照明灯、芝張り、フェンス等の整備）を実施します。なお、
整備優先度、内容等については、公園予定地周辺の住宅張付き状況、地区特性及び地域住民
の要望等を勘案し、柔軟な対応で整備を進めます。
また、太田山公園改修に向けた利用者アンケートを活用し、市民の憩いの場となっている公
園の再整備を推進します。

都市整備部
市街地整備
課

都市公園安
全・安心対策
事業

公園内公衆便所及び園路等のバリアフリー化、老朽化した遊具の改築・更新及び公園施設の
長寿命化計画見直し業務を行います。

令和４年度実施計画書
基本方向　05　まちの快適・うるおい空間づくり

担当部署 事業名
全体事業概要

　基本政策　02　都市環境の充実

事業段階名称

都市整備部
住宅課

街なか居住マ
ンション取得
助成事業

コンパクトなまちづくりを目指し、木更津駅周辺への定住を誘導します。良好な市街地住宅
の供給等に資する「木更津市街なか居住マンション建設補助」を受けて建設されたマンショ
ンの住戸を取得した者に対し、補助金を交付するものです。

経済部
産業振興課

パークベイプ
ロジェクト推
進事業（内港
周辺地区整備
事業）

Ｐａｒｋ－ＰＦＩ制度を活用し整備された鳥居崎海浜公園の効果を検証しつつ、次期拠点へ
の進出に関心のある企業を発掘するための市場調査を行います。また、募集に向けた要件の
整理、候補地の基本的方向性の検討を行います。

実施

実施

実施

実施

準備

実施
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

令和４年度実施計画書
基本方向　05　まちの快適・うるおい空間づくり

担当部署 事業名
全体事業概要

　基本政策　02　都市環境の充実

事業段階名称

令和３年度に引き続き、中の島大橋地覆補修及び高欄更新工事を実施します。
99,000

(24,000)

耐震改修に伴うリフォーム補助を４件予定しています。
1,600

存続予定である長須賀団地のうち、２階建て３棟16戸について便所等改修（水洗化）工事を
実施します。 16,000

空家バンクに登録された空家を購入又は賃貸借した者が空家をリフォームした場合におい
て、そのリフォーム費用に対し、補助金を交付します。 5,000

重点地区の景観計画に基づき、建築物の外壁や屋根の塗替え、また、賑わいづくり等に資す
る景観づくりに対し、補助金を交付します。 1,200

都市整備部
都市政策課

景観形成推進
事業

良好な景観形成を図るため、令和３年度に富士見通りを景観形成重点地区に指定したことか
ら、重点地区の景観計画に沿った建築物の外壁や屋根の塗替え等に対して助成を行い、市民
との協働によるきめ細かい景観づくりを促進します。

実施

都市整備部
住宅課

市営住宅長寿
命化計画整備
事業

市営住宅９団地470戸のうち、市営住宅長寿命化計画に基づき、存続団地である５団地（住
吉・長須賀・東清・真里谷・江川）について、ライフサイクルコストの縮減、ストック推計
等を踏まえ計画的に施設の改善を図ります。

都市整備部
市街地整備
課

中の島大橋改
修事業

中の島大橋は、観光スポットであり、潮干狩り客の利用も多くなっています。また、海上に
あるため、老朽化や腐食が激しくなっているため、公園施設長寿命化計画に位置づけて、改
修を推進します。

都市整備部
建築指導課

木造住宅リ
フォーム事業

木造住宅の耐震改修工事に伴い実施されるリフォーム工事に要する費用の一部を補助するこ
とにより、耐震性向上と同時に当該住宅を長期にわたり使用するための維持保全を図り、既
存住宅ストックの質の向上に寄与します。

実施

実施

実施

実施

都市整備部
住宅課

空家バンク・
リフォーム助
成事業

平成29年12月に開始した木更津市空家バンクにより、空家の利活用を促進し、移住・定住や
地域の活性化を促進します。また、空家バンクに登録された空家のリフォームに対し助成す
ることにより、空家バンク制度の運用を促進します。
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

持続可能なバス路線網の再構築を目指し、市内の商業施設や医療機関等を巡る市街地循環バ
スを実証運行します。 16,360

舗装構造調査（ＦＷＤ調査）による点検結果を踏まえ、修繕工事を行います。
115,000
(20,000)

物件調査、用地測量、不動産鑑定、用地取得、物件補償、道路改良工事(Ｌ＝94ｍ)を実施し
ます。 411,516

(134,516)

用地測量、不動産鑑定、用地取得、道路改良工事(Ｌ＝263ｍ)を実施します。
64,044

(24,044)

道路整備に向けて、測量、道路及び無電柱化の詳細設計を実施します。
50,000

道路幅員を拡幅する道路改良工事（Ｌ＝106ｍ）を実施します。
59,748

(59,748)

企画部
地域政策課

地域公共交通
活性化事業

公共交通施策のマスタープランである「地域公共交通網形成計画」において、基本方針の１
つに掲げた「地域特性に応じた公共交通ネットワークの構築」を推進するため、地域住民の
生活の足となる新たな交通システムの導入やバス路線の再編など、令和２年度から令和４年
度までに実施する事業を「地域公共交通再編実施計画」として策定するとともに、事業を実
施します。

実施

都市整備部
土木課

駅前庁舎関連
市道整備事業

市道207号線における無電柱化及び歩道を整備し、歩行者の安全と車両の円滑な通行を図る
ため、富士見通りと同時期に整備を行い、一体的な景観形成により、木更津駅みなと口周辺
の集客や回遊性の向上を図ります。

準備

実施

実施

実施

令和４年度実施計画書
基本方向　05　まちの快適・うるおい空間づくり

担当部署 事業名
全体事業概要 事業段階名称

　基本政策　03　交通環境の充実

都市整備部
土木課

道路ストック
修繕事業

道路ストック定期点検事業による点検結果を踏まえ、舗装、道路法面、道路照明、大型標識
等の修繕を実施します。

都市整備部
土木課
（管理用地
課）

新火葬場周辺
市道整備事業

火葬場周辺の市道は林地に囲まれた狭隘な道路であり、歩行者と車両の円滑な通行に支障が
あることから、新火葬場の整備に合わせて周辺市道の拡幅及び新設整備を行い、通行の安全
性の確保と周辺地区及び幹線道路等への交通アクセスの向上を図ります。

都市整備部
土木課
（管理用地
課）

江川総合運動
場周辺市道整
備事業

江川総合運動場整備に伴い、周辺の市道が狭隘であり中野畑沢線から運動場までのアクセス
に支障が予想されるため、周辺市道の整備を行い、歩行者の安全と車両の円滑な通行を図り
ます。

都市整備部
土木課

市道6431号線
道路改良事業

当該地区の幹線道路である本路線は、道路幅員が狭隘で一般車両のすれ違いが困難な場所が
多いことから、道路幅員を広げることによって、歩行者の安全と車両の円滑な通行を図りま
す。

実施

17



（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

令和４年度実施計画書
基本方向　05　まちの快適・うるおい空間づくり

担当部署 事業名
全体事業概要 事業段階名称

　基本政策　03　交通環境の充実

橋梁の修繕実施設計、修繕工事を行います。
80,000

千葉県事業の事業費の一部を負担します。
60,241
(6,810)

不動産鑑定、用地取得を実施します。
32,430
(2,430)

橋梁詳細設計、ボーリング調査を実施します。
30,000

内港地区の桟橋、係留施設等の整備と共に南部地区の２号橋改修工事に要する事業費の一部
を支出します。 92,658

(11,040)

橋りょう長寿
命化修繕事業

橋梁の損傷が大きくなる前に適切な対策を講じることにより、補修費を抑えて健全な状態を
維持していくことを目的として策定した、橋梁長寿命化計画に基づき、計画的に修繕工事等
を実施します。

経済部
産業振興課

木更津港湾整
備事業県負担
金

千葉県が木更津港港湾計画により実施する木更津港整備について、地方財政法第27条に基づ
いて事業費の一部を支出します。

都市整備部
土木課

下郡大稲線整
備事業

当地域は、圏央道や国道410号バイパスの開通に伴い地区内の通過交通が増加しており、ま
た、平成29年10月に開業した「道の駅 木更津 うまくたの里」を核とした周辺地域の振興を
図るためにアクセス機能の向上が求められています。本路線の新設整備により交通安全と交
通アクセスの向上を図るともに、地域振興に寄与します。

都市整備部
土木課
（管理用地
課）

中野畑沢線整
備事業（桜井
工区）

本路線は、金田地区から中心市街地を通り畑沢地区まで木更津市を南北に縦断する重要な幹
線道路として整備促進が図られております。本工区については、未だ未整備のため、その機
能を十分に発揮することができないことから整備を進め、国道16号線に接道することによ
り、交通アクセスの向上及び経済の活性化に大きく寄与します。

都市整備部
土木課

中野畑沢線整
備事業（県営
事業）

中野畑沢線中野工区の整備は、アクアライン着岸地周辺地区の道路網強化を図り、地元生活
道路の渋滞緩和につながる事業です。本工区は、千葉県による事業として平成29年度に国の
事業認可を得て事業着手しており、早期完成を促進するため、千葉県の行う街路事業につい
て事業費の一部を負担します。

都市整備部
土木課

準備

実施

実施

実施

準備
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

排水管渠布設工事(Ｌ＝150ｍ)を実施します。
59,900
(9,900)

ＳＰＣ（特別目的会社）主体のもと、建設候補地の環境影響評価を実施します。
また、各自治体が総会招集請求権など各種請求権を有することができる３％を最低限それぞ
れ保有することを前提として、35％を７自治体で出資します。
加えて、優先交渉権者から提出された提案書類において、現事業と同様に次期事業について
も優先交渉権者のグループ会社から排出される事業系ごみを受入、処理することにより、処
理委託単価の低減が図れる内容の提案が示されたことから、受入を前提に検討を行います。

3,507

循環型社会形成推進交付金事業実施計画に基づき、市内で合併処理浄化槽を設置した者に対
し、補助金を交付します。また、単独浄化槽・汲取り便槽からの転換をするものに対しては
転換補助を加算して交付します。

16,472

新火葬場「きみさらず聖苑」の供用開始に向けて、施設整備及びモニタリングを進めます。
2,762,182

令和４年度実施計画書
基本方向　05　まちの快適・うるおい空間づくり

担当部署 事業名
全体事業概要 事業段階名称

　基本政策　04　生活環境の充実

環境部
火葬場建設
課

新火葬場整備
事業

老朽化した現火葬場を更新するため、君津地域４市が共同利用できる広域的連携施設とし
て、令和４年12月の供用開始に向けた新火葬場の施設整備をＰＦＩ事業によって進めます。

実施

都市整備部
土木課

岩根地区排水
路整備事業

近年の想定外の降雨により、道路冠水が発生している地域の雨水管渠を整備することによ
り、周辺地域の良好な環境を確保し、豪雨等の災害時にも排水流下能力を高めることで浸水
被害の防止を図るものです。

実施

環境部
まち美化推
進課

合併処理浄化
槽設置事業補
助

公共用水域の汚濁の原因となっている生活雑排水を適正に処理するため、合併処理浄化槽を
設置する者に対し設置費用の一部を補助することにより、合併処理浄化槽の普及・啓発を図
ります。

準備

実施

環境部
まち美化推
進課

第２期君津地
域広域廃棄物
処理事業

廃棄物の処理及び清掃に関する法律により、市町村は区域内の一般廃棄物の処理について責
任を負っています。現在は君津地域４市が株式会社かずさクリーンシステムに委託し、廃棄
物の溶融処理を行っていますが、当該施設の操業が令和８年度までとなっていることから、
安房地域とも連携し、６市１町による令和９年度を始期とする次期施設の整備を行います。
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

家庭における省エネルギー設備等の導入を促進するため、当該設備を設置する家庭等に対し
て、設置費用の一部を補助します。 20,860

実施

令和４年度実施計画書
基本方向　05　まちの快適・うるおい空間づくり

担当部署 事業名
全体事業概要 事業段階名称

地球温暖化の防止並びに家庭におけるエネルギーの安定確保及びエネルギー利用の効率化・
最適化を図るため、住宅用設備等の導入に対し助成を行います。この事業を実施することに
より、各家庭における住宅用省エネルギー設備の設置や、電気自動車、一般住宅用充放電設
備の導入が促進され、省エネルギー対策の推進や低炭素社会の実現に寄与することが期待さ
れます。

環境部
環境政策課

省エネルギー
設備等導入促
進事業

　基本政策　05　自然環境の保護・環境の保全

20



（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

公募型プロポーザルにより事業者を選定し、全庁的なコンサルティングを実施した上で、本
市の目指すべき情報発信体制や方法における提案書を作成します。 3,520

要件に該当する申請のあった世帯に対して、１世帯当たり30万円を上限に補助金を交付しま
す。 5,400

令和４年度実施計画書
基本方向　構想の実現に向けて

　基本政策　01　市民参加の推進・情報発信力の強化

担当部署 事業名
全体事業概要 事業段階名称

市長公室
シティプロ
モーション
課

シティプロ
モーションサ
ポート事業

効果的・戦略的なプロモーションを行うにあたり、外部の専門家等から広報（情報発信）に
ついて全庁を包括的にサポートしてもらう体制を構築し、職員のスキルアップを目指しなが
ら市全体の情報発信力の強化を図ります。

実施

市民部
市民課

結婚新生活支
援事業

結婚に伴う経済的負担を軽減するため、新規に結婚した世帯を対象に新生活を経済的に支援
し、もって地域における少子化対策の推進や移住定住の促進に資することを目的に、結婚に
伴う新生活に係る住居費や引越しに係る費用の一部に対し、予算の範囲内で補助金を交付し
ます。 実施
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

「オーガニックシティフェスティバル2022」の開催や「オーガニックライフスタイルEXPO」
への出展など、市内外に向けて「オーガニックシティきさらづ」のＰＲを行うことで、イ
メージアップ及びブランディングを図ります。
また、オーガニックシティセミナーや出前講座、市内中学校への出前授業の実施、様々な媒
体を活用した情報発信、グッズやパンフレットの製作など、オーガニックなまちづくりの認
知度・理解度の向上を図ります。
さらに、専門家（アドバイザー）から助言、支援を受けて、市民や企業等に環境を前提とし
た経済、社会への変革を求める取組や、協働で進めるまちづくりを深化させます。

5,800

企画部
オーガニッ
クシティ推
進課

オーガニック
シティ戦略推
進事業

本市を持続可能なまちとして次世代へ継承するため、関係団体・企業等の参画のもと組織し
た「木更津市オーガニックシティプロジェクト推進協議会」において、「オーガニックなま
ちづくり」の普及・啓発を行います。また、オーガニックシティとしての魅力を効果的に発
信することで、市民に向けてはオーガニックなまちづくりへの意識の醸成・地域への愛着度
向上を図り、市外に向けてはオーガニックシティの認知度向上や移住・交流の促進を図りま
す。

実施

令和４年度実施計画書
基本方向　構想の実現に向けて

担当部署 事業名
全体事業概要 事業段階名称

　基本政策　02　協働の推進
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

令和４年12月に事業化決定を行うため、各事業候補者と用地利用に係る諸契約や賃借料等の
費用についての協議を行います。 13,036

防衛省の補助事業である「まちづくり構想策定支援事業」を活用して策定支援業務委託を実
施し、まちづくり基本構想及び基本計画を策定します。 23,980

基金利子の積立を行います。
1,659

大和町集会場と稲荷森集会場の耐震診断を実施します。
4,000

旧市営住宅祇園団地の特に老朽化が著しい建物４棟について、地域の安全性を確保する必要
があるため解体を実施します。また、耐震性能が不足している旧中央公民館の解体工事設計
業務委託の実施及び解体工事に着手します。

36,986
(32,940)

公共事業代替地（江川207番２ 外５筆）を普通財産として取得します。
200,000

クリーンセンターで保管しているＰＣＢ廃棄物の処分を実施します。
48,693

本市で保管しているＰＣＢ廃棄物について、生活環境保全のため、政令で定められている処
理期限までに適正に処理します。

総務部
管財課

庁舎建設基金
積立金

新庁舎建設に備え、庁舎建設基金の計画的な積立を行います。

実施

実施

総務部
資産管理課

ＰＣＢ廃棄物
処理事業

総務部
資産管理課

建築物の耐震改修の促進に関する法律が平成25年11月に一部改正され、建築物の耐震診断努
力規定が規模の小さな住宅や小規模建築物など全ての建築物に対象が広がっています。この
ことから、耐震性能の有無を確認していない小規模公共建築物のうち、比較的人が滞留する
公共建築物を対象として、耐震診断を実施します。なお、耐震診断の結果、耐震性能が基準
を下回る公共建築物は速やかに対応します。

公共施設耐震
診断事業

実施

令和４年度実施計画書
基本方向　構想の実現に向けて

担当部署 事業名
全体事業概要 事業段階名称

　基本政策　03　質の高い行財政運営の推進

準備

実施

総務部
資産管理課

総務部
資産管理課

公共施設解体
事業

中学校、保育園、公民館など行政目的を終える公共建築物（普通財産）について、老朽化
（耐震性能不足含む）が著しいことから解体を実施します。解体により、日常の建物の点
検・維持管理経費等を削減できるほか、地震や台風など自然災害時に倒壊、建築部材の飛散
などによる第三者被害を未然に防止し、周辺環境の安全確保を図ります。

土地開発公社
経営健全化に
伴う土地購入

土地開発公社の経営健全化を図るため、第５次経営健全化計画に基づき、土地開発公社で所
有している公共事業代替地を普通財産として取得します。

実施

市長公室
公共施設マ
ネジメント
課

庁舎整備事業 防災拠点としての機能確保や質の高い市民サービス提供のため、新庁舎の整備を推進しま
す。

市長公室
公共施設マ
ネジメント
課

まちづくり支
援事業

防衛省が実施するまちづくり支援事業を活用し、中心市街地及び基地周辺地区に多様な都市
機能（公共施設、文化・芸術施設や商業施設）を集約したコンパクトなまちづくりを行うた
め、採択要件となっている事業計画を作成します。

実施
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（単位：千円）

単年度事業概要 予算額

木更津市ＤＸ推進計画及び実行計画の施策について、ＤＸ推進支援業務委託によるＣＩＯ補
佐からの助言、支援を受けＤＸ推進を行います。
また、業務量の把握、デジタル化可能な業務選定、業務担い手の最適化、業務改善に向け
て、全庁業務の棚卸しを行い、ＡＩ－ＯＣＲやＲＰＡ、行政手続のオンライン化も含めて最
適な業務の効率化を検討します。

52,511

離れた家族による遠隔見守りや安否確認、市からの情報収集を可能とするアプリケーション
を普及させるとともに、デジタル機器を所持しない高齢者世帯にはタブレット機器を貸与し
ます。

9,460

福祉部
高齢者福祉
課

デジタルサー
ビス推進事業

本市では、新型コロナウイルス感染症対策として総力を挙げて効果的な施策を加速的に推進
し、暮らしの中に「新たな日常」を定着させることで感染症にも強い社会構築を目指してい
ます。加えて、今後見込まれる人口減少と少子高齢化により、様々な環境変化に直面するこ
とは避けられない状況にあり、高齢者にやさしい誰もが暮らしやすい社会を実現するため、
「新たな日常」において、ICT等の最先端技術を利活用させ、異なる分野の連携を行いなが
ら、段階的に拡張を図り、成果を最大限に発揮させていくことを目指します。

実施

市長公室
経営改革課

ＩＣＴ等導入
事業

限られた予算や職員により行政サービスの質を維持しつつ増大する業務に対応していくた
め、ＩＣＴの活用や業務の棚卸しにより業務の効率化が図れる事業について検討・導入を図
るとともに、市民の手続き等を簡素化する取組を進め、ＡＩ－ＯＣＲやＲＰＡの活用によ
り、作業の効率化と人的なコスト削減につなげます。
また、国が進めている自治体ＤＸ推進を着実に実施していくため、業務委託による支援を受
け、木更津市ＤＸ推進業務を行います。

実施

令和４年度実施計画書
基本方向　構想の実現に向けて

担当部署 事業名
全体事業概要 事業段階名称

　基本政策　05　ＩＣＴ活用の推進
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